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っ
た
食
生
活
や
睡
眠
不
足
、

運
動
不
足
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
等

の
積
み
重
ね
が
原
因
と
な
っ
て
発

症
す
る
が
ん
、
心
疾
患
、
脳
血
管

疾
患
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
病
気

の
こ
と
を
生
活
習
慣
病
と
い
い
、

日
本
人
の
死
因
の
半
数
以
上
を
占

め
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
死
因
の
１
位
で
あ

る
「
が
ん
」
は
、
３
人
に
１
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
に
次
い
で
多
い
死

因
で
あ
る
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
は
動
脈
硬

化
が
原
因
と
な
る
病
気
で
す
。
特

に
、
お
腹
の
周
り
の
内
臓
に
脂
肪

が
蓄
積
し
た
「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」

に
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
脂
質
異
常

症
と
い
っ
た
病
気
が
複
数
重
な
る

と
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、
こ
う

し
た
命
に
関
わ
る
病
気
を
急
速
に

招
く
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

○
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
、
深
刻
な

病
気
に
・
・
・
・
・

期
に
お
け
る
生
活
習
慣
病

は
特
に
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
、
い
つ
の
間
に
か
病
気

が
進
行
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。

し
か
し
、
普
段
の
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
疾
病
の

予
防
や
早
期
の
発
見
・
治
療
に
よ

る
健
康
回
復
を
図
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
そ
の
た
め
に
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
は
、
定
期
的
に
健
診
を
受
け

て
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
常
に

正
し
く
把
握
す
る
こ
と
で
す
。「
時

間
が
な
い
」「
元
気
だ
か
ら
大
丈

夫
」
等
と
考
え
ず
、
ぜ
ひ
定
期
的

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

「
私
は
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

特定健診結果説明会

生
活
習
慣
病
の
現
状

ノルディックウォーキングで健康づくり

○
特
定
健
診

茂
医
師
会
に
委
託
し
、
集

団
検
診
で

日
間
、
環
境
改
善
セ

１２

ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
を

除
く
が
ん
検
診
と
特
定
健
診
が
同

時
に
受
け
ら
れ
る
日
を
２
日
間
設

け
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
、
国
民
健
康
保
険
加

入
者
で

歳
か
ら

歳
ま
で
の
方

４０

７４

で
す
。

○
が
ん
検
診

が
ん
・
肺
が
ん
・
乳
が
ん

検
診
は
、
検
診
車
に
よ
る
集
団
検

診
で
、
大
腸
が
ん
検
診
は
特
定
健

診
に
合
わ
せ
て
集
団
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
子
宮
が
ん
は
医
療
機
関

に
よ
る
個
別
健
診
で
、
平
成

年
２７

度
か
ら
医
療
機
関
（
２
カ
所
）
で

の
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
同
時
健
診

を
開
始
し
ま
し
た
。

対
象
者
は
、
胃
が
ん
・
肺
が
ん
・

大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
が

歳
４０

以
上
、
子
宮
が
ん
検
診
が

歳
以

２０

上
の
方
で
す
。

定
健
診
の
結
果
を
踏
ま
え

て
生
活
習
慣
病
の
発
症
の
恐
れ
が

高
い
方
に
対
し
、
保
健
師
、
栄
養

士
等
に
よ
っ
て
対
象
者
一
人
ひ
と

り
に
合
わ
せ
た
生
活
習
慣
を
見
直

す
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
特
定
保

健
指
導
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
生
活
習
慣
病
の
確
率
が

高
い
と
判
定
さ
れ
た
方
が
特
定
保

健
指
導
を
受
け
た
こ
と
で
翌
年
度

に
は
予
備
群
か
ら
脱
出
し
た
と
い

調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
成
果
が
現

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
特

定
健
診
の
受
診
率
は
半
数
も
満
た

し
て
お
ら
ず
、
特
定
保
健
指
導
を

受
け
た
方
も
ま
だ
ま
だ
少
な
い
の

町
の
健
康
診
査
事
業
の
状
況

健
診
で
生
活
習
慣
病
の
恐
れ
が

高
い
と
判
断
さ
れ
た
ら
？

偏

賀 初

胃

特
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が
実
情
で
す
。

ま
ず
大
切
な
の
は
特
定
健
診
を

受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
し
て
、

健
診
結
果
を
し
っ
か
り
認
識
し
て

健
康
増
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
も

し
、
特
定
保
健
指
導
の
対
象
に
な
っ

た
場
合
は
、
自
分
自
身
の
生
活
習

慣
を
見
直
す
「
き
っ
か
け
」
に
な

る
と
受
け
止
め
、
そ
れ
を
役
立
て

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
の

方
ま
で
よ
ろ
ず
健
康
相
談
が
行
え

る
の
が
健
康
マ
ル
シ
ェ
で
す
。
カ

フ
ェ
も
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

【
今
後
の
開
催
日
程
】

○
秋
マ
ル
シ
ェ

月
４
日
（
火
）

１０

「
あ
な
た
の
骨
と
歯
は
元
気
で
す

か
？
」

○
冬
マ
ル
シ
ェ

１
月
５
日
（
木
）

「
メ
ン
タ
ル
・
美
容
・
冷
え
」

【
時
間
】

午
前

時
か
ら
正
午
ま
で

１０

【
場
所
】

俳
句
交
流
館
（
旧
特
産
品
館
）

特定健診・がん検診受診率の推移

Ｈ２７Ｈ２６Ｈ２５Ｈ２４Ｈ２３

夏マルシェ会場で

お

内
在
住
の
方
を
対
象
に
保

健
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
等
の
ベ

テ
ラ
ン
相
談
員
が
健
康
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

顧
問
医
と
の
相
談
も
行
え
ま
す
。

【
お
受
け
で
き
る
相
談
内
容
】

○
健
康
・
医
療
相
談

体
の
不
調
、
病
気
、
ケ
ガ
、
健

康
づ
く
り
に
関
す
る
相
談

○
健
康
管
理

健
診
結
果
の
内
容
、
予
防
接
種

に
関
す
る
相
談

○
妊
娠
・
出
産
・
育
児

妊
娠
、
出
産
、
育
児
に
関
わ
る

相
談

○
介
護
相
談

介
護
方
法
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等

に
関
す
る
相
談

○
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ス
ト
レ
ス
や
不
安
へ
の
対
処
法

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

【
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】

０
１
２
０
儿
７
８
３
儿
１
３
０

（
委
託
先

（
株
）
法
研
）

年
中
無
休
対
応
で
相
談
、
通
話
料

は
無
料
で
す
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

ご
存
じ
で
す
か健

康
マ
ル
シ
ェ

ご
活
用
く
だ
さ
い

健
康
・
医
療
相
談

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

H２５年度 特定健診地区別課題一覧

女 性男 性
県の平均を
１００として

喫
煙

糖
尿
病

脂
質
異
常
症

高
血
圧

肥
満

メ
タ
ボ

喫
煙

糖
尿
病

脂
質
異
常
症

高
血
圧

肥
満

メ
タ
ボ

烏
１００～１２９

宇
１３０～

烏烏烏烏烏烏烏烏松 崎

烏烏烏烏烏中 川

烏烏烏宇岩 科

烏烏烏宇烏烏烏三 浦

町

メ
タ
ボ
、
肥
満
、
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
、
喫
煙

に
つ
い
て
健
康
課
題
を
地
区
別
、

男
女
別
に
一
覧
に
し
ま
し
た
。

イ
ガ
イ
ガ
マ
ー
ク
が
県
の
基

準
よ
り
該
当
者
が
多
か
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
マ
ー
ク
が
た
く
さ

ん
付
い
て
健
康
課
題
が
一
番
多

い
地
区
は
松
崎
地
区
で
す
。
逆

に
マ
ー
ク
が
少
な
く
、
健
康
課

題
が
少
な
い
の
が
岩
科
地
区
の

女
性
で
す
。

そ
し
て
特
徴
的
な
の
は
、
喫

煙
者
が
県
平
均
よ
り
多
い
の
は

松
崎
地
区
だ
け
、
糖
尿
病
が
県

平
均
よ
り
多
い
の
は
三
浦
地
区

だ
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

何
で
こ
う
い
う
結
果
に
な
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
？
地
区
の

特
徴
と
し
て
何
で
こ
う
い
う
結

果
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ご
自

分
の
生
活
習
慣
と
照
ら
し
合
わ

せ
な
が
ら
考
え
て
い
た
だ
け
る

と
良
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

特
定
健
診
結
果
か
ら

わ
か
る
こ
と健康福祉課 土屋一紗 保健師

私と一緒に
改善しましょう！

土田亜矢子
保健師

大野綾子
保健師
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７０.７

６９.４
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２７.１

˛

˛ ˛
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新
規
加
盟
町
村
の
承
認
セ
レ
モ

ニ
ー
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

今
年
も
４
つ
の
町
村
が
加
盟
申

請
し
、
８
月
に
審
査
・
内
定
を
受

け
、

月
７
日
の
臨
時
総
会
の
場

１０

で
正
式
に
加
入
を
承
認
さ
れ
ま
す
。

臨
時
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ

る
新
規
加
盟
町
村
承
認
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
各
町
村
の
代
表
者
が
「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
宣
言
を
行

い
、
連
合
か
ら
認
定
証
が
交
付
さ

れ
ま
す
。

松
崎
町
は
、
平
成

年

月
の

２５

１０

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
承
認
セ
レ
モ
ニ
ー

に
出
席
し
、
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
６

ま
つ
ざ
き

開
催

/
６
～
８

１０

in

臨
時
総
会
・
新
規
加
盟
町
村

承
認
セ
レ
モ
ニ
ー

７
日
の
基
調
講
演
は
、
連
合
の

会
員
の
方
だ
け
で
は
な
く
、
一
般

の
方
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
が
講
師

と
な
っ
て
、
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ま
た
、
連
合
学
習
会
で
は
、
町

内
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み

や
、
企
業
や
大
学
と
連
携
し
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
事
例
発
表
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
全
国
各
地

か
ら
参
加
し
た
皆
様
に
、
町
内
の

各
地
を
視
察
し
て
も
ら
い
ま
す
。

参
加
者
は
バ
ス
に
分
乗
し
、
３

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
車
内
で
町

内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
石
部
の
棚
田
や
長
八
美

術
館
、
桜
葉
工
場
に
向
か
い
ま
す
。

ま
た
、
バ
ス
で
各
地
を
巡
る
ほ

か
に
、
町
歩
き
を
す
る
時
間
も
あ

り
ま
す
。
当
日
は
大
勢
の
人
が
町

内
を
巡
り
ま
す
。

全

体

交

流

会

現
地
視
察
研
修
終
了
後
開
催
さ

れ
る
全
体
交
流
会
で
は
、
郷
土
芸

能
の
披
露
や
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
料
理
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

お
も
て
な
し
料
理
は
、
キ
ビ
ナ

ゴ
や
天
草
と
い
っ
た
地
場
産
品
を

使
っ
た
料
理
が
提
供
さ
れ
る
ほ
か
、

松
崎
ブ
ラ
ン
ド
や
、
伊
豆
地
域
７

市
６
町
の
特
産
品
の
試
食
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
お
も
て
な
し
料
理
に
つ

い
て
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
等
の
皆
様

に
準
備
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

現

地

視

察

研

修

基
調
講
演
・
連
合
学
習
会

す
。期

間
中
は
、
全
国
各
地
か
ら
多

く
の
お
客
様
が
松
崎
町
を
訪
れ
ま

す
の
で
、
町
全
体
で
温
か
く
お
迎

え
い
た
だ
き
、
松
崎
な
ら
で
は
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
、
参

加
者
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

会 場内 容時 間

伊豆まつざき荘理事会
１６：３０～１８：３０

生涯学習センター担当ブロック会議

伊豆まつざき荘理事懇親会１８：３０～２０：３０

「日本で最も美しい村」連合フェスティバル2016inまつざき プログラム

１０月６日（木）

月
６
日
～
８
日
に
松
崎
町
で

１０
開
催
す
る
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
」
連
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開

催
ま
で
、
あ
と
１
か
月
余
り
と
な

り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
は
、
素
晴
ら
し
い

地
域
資
源
を
持
ち
な
が
ら
過
疎
に

あ
る
美
し
い
町
や
村
が
、
将
来
に

わ
た
っ
て
美
し
い
地
域
づ
く
り
を

行
う
こ
と
、
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
全
国
６０

加
盟
町
村
・
地
域
や
企
業
サ
ポ
ー

タ
ー
が
一
堂
に
会
し
て
交
流
を
図

り
、
今
後
さ
ら
に
運
動
を
広
げ
る

た
め
の
場
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
は
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

会 場内 容時 間

環境改善センター
文化ホール

臨時総会９：００～１０：００

新規加入町村承認セレモニー・記念撮影１０：１０～１２：００

昼食１２：００～１３：００

基調講演 講師 川勝平太 静岡県知事１３：００～１４：００

石部の棚田、なまこ壁
通り、桜葉工場 等

現地視察１４：００～１７：３０

松崎高校体育館全体交流会１７：４０～２０：００

１０月７日（金）

会 場内 容時 間

環境改善センター
文化ホール

連合学習会 パネルディスカッション９：００～１１：００

担当者会議１１：００～１２：００

昼食１２：００～１３：００

解散１３：００

１０月８日（土）
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中
西
洋
一
松
崎
小
学
校
長
を
団

長
と
し
た
小
学
生
ら

人
が
、
８

１４

月
１
日
か
ら
３
日
ま
で
帯
広
市
を

訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
、
帯
広
市
役
所
へ
の
表

敬
訪
問
や
依
田
勉
三
翁
の
お
墓
参

り
等
の
ほ
か
、
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト

で
帯
広
の
子
ど
も
た
ち
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
や
牧

場
で
の
搾
乳
体
験
、ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
作
り
等
、
帯
広
な
ら
で
は
の
有

意
義
な
体
験
も
で
き
ま
し
た
。

百
年
記
念
館
で
は
、
開
拓
に
ま

帯
広
市
子
供
親
善
訪
問
団
の
小

学
生
ら

人
が
、
８
月
８
日
か
ら

１１

日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で
松

１０崎
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
光
る
泥
だ
ん
ご
作
り

の
体
験
を
し
、
２
日
目
は
役
場
を

表
敬
訪
問
し
た
後
、
依
田
勉
三
翁

に
ゆ
か
り
の
あ
る
三
余
塾
資
料
館
、

旧
依
田
邸
を
訪
れ
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
お
墓
参
り
で

は
勉
三
翁
に
線
香
を
手
向
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
松
崎
の
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
岩
地
海
岸
で
海
水
浴

帯
広
市
と
姉
妹
都
市
交
流
・
松
本
市
安
曇
地
区
と
地
域
交
流

帯広空港での歓迎を受けて

帯
広
か
ら
松
崎
へ

光る泥だんご完成

松
崎
か
ら
安
曇
へ

今
年
は
、
松
崎
中
学
校
２
年
生

が
、
８
月

日
か
ら

日
ま
で
松

２２

２４

本
市
安
雲
地
区
を
訪
問
す
る
予
定

で
し
た
が
、
台
風
９
号
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

安
曇
か
ら
松
崎
へ

松
本
市
安
曇
地
区
の
中
学
生
ら

人
が
、
７
月

日
か
ら

日
ま

１８

１２

１４

で
の
３
日
間
の
日
程
で
来
町
し
ま

し
た
。

初
日
は
、
役
場
を
表
敬
訪
問
し

た
後
、
干
物
づ
く
り
を
体
験
し
、

重
文
岩
科
学
校
も
見
学
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
岩
地
海
岸
で
地
引

網
と
海
水
浴
を
行
い
ま
し
た
。
地

引
網
に
は
大
き
な
バ
シ
ョ
ウ
イ
カ

が
入
っ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
手

に
と
り
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

ま
た
湾
内
で
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
を
体

験
す
る
等
、
岩
地
の
海
を
満
喫
し

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
松
崎
中
学
校
２
年

生
と
体
育
館
に
お
い
て
ド
ッ
ジ
ボ
ー

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１ 重文岩科学校を見学

つ
わ
る
歴
史
や
当
時
の
生
活
の
様

子
等
を
学
び
、
勉
三
翁
が
開
拓
に

か
け
た
不
撓
不
屈
の
精
神
に
つ
い

て
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
お
邪
魔
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
温
か
い
お
も
て
な
し

に
感
動
し
ま
し
た
。

こ
の
３
日
間
の
訪
問
で
、
参
加

者
は
依
田
勉
三
翁
の
偉
大
な
功
績

に
触
れ
、
充
実
し
た
夏
の
思
い
出

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ル
や
ゲ
ー
ム
で
交
流
を
深
め
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
体
育
館
で
安
曇
地

区
の
生
徒
は
、
安
曇
地
区
Ｐ
Ｒ
の

プ
レ
ゼ
ン
等
を
行
い
、
松
崎
町
の

生
徒
は
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

を
行
い
、
夜
は
ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
等
、

松
崎
へ
の
愛
着
と
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

松
崎
か
ら
帯
広
へ

岩地海岸にてスイカ割り

ボールゲームで交流
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那賀川の生き物観察

サ
イ
エ
ン
ス
部
は
、
１
年
生
８

人
、
２
年
生
５
人
の

人
で
活
動

１３

し
て
い
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
の
保

全
・
学
習
活
動
、
松
崎
町
主
催
の

実
験
教
室
（
三
聖
塾
）
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
等
、
主
に
地
域
と
連

係
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、鳥
取
で
行
わ
れ
た
ジ
オ
パ
ー

ク
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
先
輩

た
ち
が
参
加
し
、
日
頃
の
活
動
や

松
崎
町
・
西
伊
豆
町
の
魅
力
を
英

語
で
紹
介
し
ま
し
た
。
他
に
も
石

部
の
棚
田
で
、
田
植
え
と
稲
刈
り

を
し
た
り
、
青
木
ヶ
原
樹
海
と
富

士
風
穴
等
を
見
学
し
ま
し
た
。
今

後
の
活
動
は
、
町
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね

た
松
崎
・
西
伊
豆
『
街
歩
き
マ
ッ

プ
』
の
作
製
や
沼
津
市
で
行
わ
れ

松
崎
高
校
広
報
～
西
豆
と
共
に
～

（
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
）

第

回
全
国
高
等
学
校
総
合
文

４０

化
祭
（
以
下
、
高
文
祭
）
の
２
日

目
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国

か
ら
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
が
集
ま

り
、
一
堂
に
並
ぶ
様
子
は
圧
巻
で

し
た
。
個
性
豊
か
で
い
ろ
い
ろ
な

表
現
の
作
品
か
ら
、
多
く
の
刺
激

を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、
使
っ
た

こ
と
が
な
い
画
材
で
描
か
れ
た
絵

画
や
工
芸
は
と
て
も
興
味
深
か
っ

た
で
す
。
交
流
会
で
は
、
お
互
い

の
作
品
に
つ
い
て
質
問
や
感
想
を

伝
え
合
い
良
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。
今
回
、
高
文
祭
に
参
加
で

き
た
こ
と
は
自
分
の
財
産
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
澤
田
先
生
を
は
じ

め
、
多
く
の
先
生
に
支
え
て
も
ら

い
今
回
参
加
で
き
ま
し
た
。
本
当

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

吹
奏
楽
部
は
、

人
で
活
動
し

３２

て
い
ま
し
た
が
、
先
日
行
わ
れ
た

大
会
で
３
年
生
は
引
退
し
、
１
・

２
年
生
の

人
で
活
動
し
て
い
ま

２２

す
。
平
日
４
時
間
、
休
日
７
時
間

練
習
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
祭
典

や
介
護
施
設
を
訪
問
し
演
奏
し
て

い
ま
す
。
夏
に
は
コ
ン
ク
ー
ル
、

冬
に
は
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
が
あ
り
、
部
員
は
日
々
、
地
域

貢
献
と
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残

す
た
め
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
部
活
動
を
通
し
、
地

域
の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
う
楽
し

さ
や
一
つ
の
目
標
に
向
か
い
努
力

し
達
成
し
た
時
の
嬉
し
さ
、
で
き

な
か
っ
た
時
の
悔
し
さ
を
知
り
ま

し
た
。
こ
れ

斉藤さんと作品

吹
奏
楽
部

３
年

奥
山

貴
生

（
松
崎
中
学
出
身
）

旧依田邸訪問

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
展

美
術
部

３
年

斉
藤

さ
わ

（
西
伊
豆
中
学
出
身
）

吹奏楽部

か
ら
も
地
域

を
盛
り
上
げ

る
た
め
、
自

分
た
ち
の
目

標
の
た
め
に

練
習
に
励
み

ま
す
の
で
、

演
奏
を
聴
く

サ
イ
エ
ン
ス
部

２
年

関

海
斗

（
松
崎
中
学
出
身
）

機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、是
非
、

足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

る
ジ
オ
パ
ー

ク
全
国
大
会

に
向
け
て
ポ

ス
タ
ー
発
表

の
練
習
を
し

て
い
き
た
い

と
考
え
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】

松
崎
高
校

（
４
２
）
０
１
３
１

サイエンス部

三
聖
塾
夏
季
宿
泊
体
験
学
習
（
３
泊
４
日
）

宿
泊
体
験
学
習
中
は
、
三
聖
苑

内
へ
の
車
の
進
入
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
安
全
に

活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

本
事
業
も

年
目
を
迎
え
ま
し

１６

た
。
今
年
度
の
修
了
生

人
を
加

１９

え
、
５
１
４
人
の
児
童
が
夏
季
宿

泊
体
験
学
習
を
修
了
し
ま
し
た
。

過
去
の
修
了
生
で
あ
る
中
高
生
も

三
聖
塾
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
協
力

し
、
先
生
と
し
て
指
導
し
た
り
、

仲
間
と
し
て
一
緒
に
楽
し
ん
だ
り

し
な
が
ら
活
動
を
支
え
て
く
れ
ま

し
た
。

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
小

学
校
５
年
生
の
希
望
者
を
対
象
に
、

「
道
の
駅
花
の
三
聖
苑
」
を
拠
点

と
し
た
宿
泊
体
験
学
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
度
は

人
が
参
加
し
、
７

１９

月

日
か
ら
８
月
２
日
ま
で
の
日

３０
程
で
、
朝
・
夕
食
を
仲
間
と
協
力

し
て
自
炊
し
な
が
ら
、「
自
然
・
体

験
！
『
ふ
る
さ
と
』
と
か
か
わ
り
、

つ
な
が
ろ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
活

動
し
ま
し
た
。

４
日
間
の
活
動
で
は
、
講
師
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、
延
べ
約

人
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

８０那
賀
川
の
生
き
物
観
察
や
三
聖
に

ゆ
か
り
の
あ
る
三
余
資
料
館
、
旧

依
田
邸
の
訪
問
等
を
行
い
ま
し
た
。
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妻籠宿（重要伝統的建造物群保存地区）

南
木
曽
町
で
は
、
公
用
車
に
連
合

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

貼
り
、
役
場
の
玄
関
マ
ッ
ト
を
美

し
い
村
の
デ
ザ
イ
ン
に
す
る
等
、

町
民
へ
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま
し

た
。「

日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

に
加
盟
し
て
い
る
か
ら
観
光
客
が

来
る
わ
け
で
は
無
く
、「
来
て
く
れ

た
人
を
大
事
に
す
る
」、「
訪
れ
た

街
が
た
ま
た
ま
美
し
い
村
だ
っ
た
」

と
い
う
感
じ
で
、
普
段
か
ら
の
観

光
客
に
対
す
る
「
お
も
て
な
し
」

や
環
境
美
化
活
動
を
重
視
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

【
第
３
グ
ル
ー
プ
記
】

カヌーの練習

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
瓜
（
最
終
回
）

（
長
野
県
南
木
曽
町
）

南
木
曽
町
の
ま
ち
づ
く
り

な

ぎ

そ

南
木
曽
町
は
、
長
野
県
の
南
西
部
・

岐
阜
県
に
接
す
る
木
曽
谷
の
南
端

に
位
置
し
、
町
の
９
割
を
森
林
が

占
め
る
山
間
地
で
、
人
口
４
６
３

９
人
の
長
野
県
で
最
も
人
口
の
少

な
い
町
で
す
。

町
の
中
心
部
に
は
木
曽
川
が
流

れ
、
そ
の
支
流
に
よ
り
形
成
さ
れ

た
狭
い
段
丘
上
に
７
つ
の
集
落
と
、

農
用
地
が
細
長
く
点
在
し
て
い
ま

す
。平

成

年
に
「
日
本
で
最
も
美

２０

し
い
村
」
連
合
に
加
盟
し
、
登
録

さ
れ
て
い
る
地
域
資
源
は
、
中
山

道
「
妻
籠
宿
」
、
歴
史
の
道
「
与
川

道
」
、
「
田
立
の
花
馬
祭
り
と
里
山

景
観
」
の
３
つ
で
す
が
、
加
盟
を

契
機
に
、
こ
れ
ま
で
守
り
育
て
て

き
た
町
の
「
歴
史
・
文
化
、
自
然

景
観
」
を
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承

し
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
資
源

の
保
全
と
活
用
に
よ
り
、
地
域
の

活
性
化
お
よ
び
経
済
発
展
を
目
指

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１ 田植えの様子

妻
籠
宿
に
お
い
て
は
、
高
度
成

長
の
波
を
受
け
、
宿
場
と
し
て
衰

退
の
一
途
を
た
ど
る
中
、
保
存
の

取
り
組
み
が
始
ま
り
、「
保
存
す
る

こ
と
が
開
発
で
あ
る
」
と
い
う
方

針
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
保
存
整

備
が
進
む
に
つ
れ
観
光
客
が
急
増

し
た
こ
と
で
、「
保
存
す
る
こ
と
が

開
発
で
あ
る
」
と
い
う
理
念
が
理

解
さ
れ
て
き
た
そ
う
で
す
。

現
在
で
は
、
空
き
家
の
問
題
等

も
出
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、「
売
ら
な
い
・
貸
さ
な
い
・

壊
さ
な
い
」
の
住
民
憲
章
の
も
と

保
存
に
努
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

全
体
的
に
も
、
町
並
み
景
観
や

自
然
景
観
に
対
す
る
地
域
住
民
の

意
識
の
高
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
町
民
の
「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
の
認
知
度
は
ま
だ

低
く
、
加
盟
を
ま
ち
づ
く
り
に
ど

う
生
か
す
か
は
課
題
に
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
う
し
た
課
題
も
認
識
し
つ
つ
、

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
・
松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団

体

験

活

動

の

紹

介

【
松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
】

松
崎
町
み
ど
り
の
少
年
団
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
、
身
近
に

５５

あ
る
豊
か
な
自
然
に
触
れ
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
団
員

人
で
４
月

１０

か
ら
記
念
植
樹
や
高
通
山
ハ
イ
キ

ン
グ
、
田
植
え
等
の
活
動
を
し
て

き
ま
し
た
。
８
月
に
は
富
士
山
の

麓
に
県
内
の
少
年
団
が
集
ま
る
交

流
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
稲
刈
り
や
餅
つ
き
体

験
、海
洋
ク
ラ
ブ
と
合
同
の
ス
ポ
ー

ツ
体
験
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
で
は
、
豊
か
な
自

然
に
親
し
み
、
健
康
で
明
る
い
子

ど
も
を
育
て
る
た
め
、
各
種
体
験

活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

海
洋
ク
ラ
ブ
は
小
学
５
年
生
か

ら
、
み
ど
り
の
少
年
団
は
小
学
４

年
生
か
ら
入
団
で
き
ま
す
。

【
Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
】

Ｂ
＆
Ｇ
松
崎
海
洋
ク
ラ
ブ
は
、

昭
和

年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
度

６０

は
、
ク
ラ
ブ
員

人
で
５
月
中
旬

１５

か
ら
毎
週
土
曜
日
に
カ
ヌ
ー
訓
練

を
し
な
が
ら
、
海
に
親
し
む
活
動

を
し
て
い
ま
す
。



白
石
康
次
郎
氏
を
「
松
崎
町
観
光
大
使
」
に

８
月
４
日
（
木
）、
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
に
て
、
海
洋
冒
険
家

の
白
石
康
次
郎
氏
の
「
ヴ
ァ
ン

デ
・
グ
ロ
ー
ブ
出
場
記
念
講
演

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
演

会
に
は
た
く
さ
ん
の
方
に
来
場

し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演

会
に
合
わ
せ
、
白
石
氏
に
町
の

観
光
大
使
に
就
任
い
た
だ
く
た

め
、
委
嘱
式
を
同
時
に
開
催
し

ま
し
た
。

白
石
氏
と
松
崎
町
の
関
係

は
、

年
前
、
岡
村
造
船
所

２３

の
皆
様
を
中
心
に
松
崎
町
の

皆
様
が
白
石
氏
に
協
力
し
、

ヨ
ッ
ト
の
改
造
を
手
伝
い
、

こ
の
ヨ
ッ
ト
に
て
白
石
氏
は

単
独
無
寄
港
世
界
一
周
航
海

の
最
年
少
記
録
を
達
成
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
縁
と
な

り
、
伊
豆
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

レ
ー
ス
や
伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ

ン
ニ
ン
グ
等
の
イ
ベ
ン
ト
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
白
石
氏
は
、
４

年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
単
独

無
寄
港
無
補
給
世
界
一
周
ヨ
ッ

ト
レ
ー
ス
偐
ヴ
ァ
ン
デ
・
グ
ロ
ー

ブ
做
に
ア
ジ
ア
人
と
し
て
初
め

て
出
場
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
レ
ー
ス
は

月
に

１１

フ
ラ
ン
ス
を
ス
タ
ー
ト
し
、
約

日
か
け
て
地
球
を
一
周
す
る

８０レ
ー
ス
で
す
。

ま
た
、
白
石
氏
の
挑
戦
の
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
松
崎
港
を
含

め
た
駿
河
湾
の
「
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
へ
の
加
盟

が
内
定
し
ま
し
た
。「
世
界
で

最
も
美
し
い
村
」
連
合
の
活

動
と
合
わ
せ
、
町
の
有
力
な

宣
伝
活
動
に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
を
追
い
風

に
し
、
白
石
氏
の
松
崎
町
観

光
大
使
と
し
て
の
活
躍
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
冒

険
家
と
し
て
の
挑
戦
を
町
民

の
皆
様
に
も
応
援
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯８１

７月下旬から８月下旬にかけて、那賀川にて
「鮎のつかみどり体験」が行われました。

捕った鮎は、その場で塩焼きにして食べるこ
とができます。

７月２７日、旧岩科小学校敷地内にて、来年度
から１園に統合になる「松崎幼稚園」の建設工
事の安全工事祈願祭が行われました。

松崎町長等が「鍬入れの儀」等を行いました。

8

MyTownTopics～まちのできごと～

鮎のつかみどり体験 松崎幼稚園安全工事 祈願祭

８月４日、海洋冒険家の白石康次郎氏の「ヴァ
ンデ・グローブ」出場を記念して講演会が行わ
れました。また、白石氏には、「松崎町観光大
使」に就任していただきました。

８月１６日と１７日の両日、松崎高校理科教諭と
サイエンス部の方々を講師に、「おもしろ実験
教室」が行われました。子どもたちはオリジナ
ルの「ポンポン船」をプールで走らせました。

白石康次郎氏 講演会 おもしろ実験教室
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印
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印
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印

印
印
印
印
印
印
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
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お
盆
の
時
期
を
過
ぎ
る
と
、
北

海
道
の
短
い
夏
は
暑
さ
の
ピ
ー
ク

を
越
え
、
子
ど
も
た
ち
も
例
年
８

月

日
こ
ろ
か
ら
新
学
期
が
始
ま

２０
り
、
少
し
ず
つ
涼
し
い
季
節
へ
と

移
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
北
海
道
の
短
い
夏
を
満

喫
し
よ
う
と
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ハ
ル

ニ
レ
、
ヤ
ナ
ギ
の
樹
液
に
集
ま
っ

た
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
獲
っ

て
楽
し
む
子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。

「
あ
れ
っ
」
と
思
う
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
、

北
海
道
に
は
も
と
も
と
カ
ブ
ト
ム

シ
は
生
息
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

北
海
道
の
外
来
種
を
ま
と
め
た

「
北
海
道
ブ
ル
ー
リ
ス
ト
２
０
１

０
」
に
よ
る
と
、
北
海
道
で
の
カ

ブ
ト
ム
シ
の
定
着
は
１
９
７
０
年

代
頃
か
ら
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
要
因
は
、
家
庭
や
養
殖
場
で

飼
育
さ
れ
て
い
た
も
の
が
逃
げ
出

し
た
り
、
販
売
業
者
の
大
量
投
棄

等
に
よ
り
生
息
範
囲
を
広
げ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
て
、
こ
こ
最

近
は
帯
広
市
内
で
も
頻
繁
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
ブ
ト
ム
シ
に
は
罪
は
な
い
の

で
す
が
、
少
な
い
樹
液
資
源
を
争

い
、
在
来
種
で
あ
る
ク
ワ
ガ
タ
の

生
存
が
危
ぶ
ま
れ
る
恐
れ
も
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

人
間
の
都
合
で
、も
と
も
と
あ
っ

た
生
態
系
は
少
し
ず
つ
壊
れ
て
い
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
北
海
道
の
豊
か
な
自
然

を
守
り
育
て
て
い
く
た
め
に
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
の
責
任
あ
る
行

動
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

姉

妹

都

市

通

信

し
な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
給
食
を
配

る
際
に
は
、
利
用
者
の
方
の
健

康
状
態
を
確
認
し
て
い
ま
す
が
、

『
あ
り
が
と
う
』と
笑
顔
で
受
け

取
る
姿
を
見
る
と
嬉
し
く
な
り

ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
野
ぎ
く
の
会
」
の
活
動
に

つ
い
て
堀
谷
八
千
代
さ
ん
に
聞

く
と
、「『
野
ぎ
く
の
会
』
は
、

高
齢
の
作
り
手
も
い
ま
す
が
、

待
っ
て
く
れ
て
い
る
利
用
者
の

方
を
想
い
、
皆
喜
ん
で
参
加
し

て
い
ま
す
。
参
加
者
や
活
動
を

知
る
人
が
、
食
材
や
調
味
料
を

提
供
し
て
く
れ
る
の
も
有
難
い

で
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、「
ひ
ま

わ
り
会
の
長
い
活
動
の
歴
史
を

大
切
に
し
て
、
今
後
も
受
け
継

い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

（
藤
井
さ
ん
）、「
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、

岩
科
・
三
浦
地
区
で
も
給
食
を

配
達
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い

い
と
思
い
ま
す
」（
堀
谷
さ
ん
）

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
野
ぎ
く
の
会
」
は
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
松
崎
町
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▲ひまわり会の様子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
ひ
ま
わ
り
か
い
・
の
ぎ
く
の
か
い
）

「
ひ
ま
わ
り
会
」
は
松
崎
地
区
を
対
象
に
、
「
野
ぎ
く
の
会
」
は
中
川
地
区
を
対
象
に
、
毎
月
１
回

そ
れ
ぞ
れ
約

～

食
の
給
食
を
つ
く
り
配
達
し
て
い
ま
す
。
柔
ら
か
く
食
べ
や
す
い
も
の
を
提
供

８０

１００

す
る
等
、
食
べ
る
方
を
配
慮
し
た
献
立
を
考
え
て
材
料
を
用
意
し
、
お
弁
当
を
作
り
ま
す
。

「
野
ぎ
く
の
会
」
に
つ
い
て
は
、
松
崎
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
℡
４
２
‐
２
７
１
９
）
へ
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

帯広市郊外で採取したカブトムシ

給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

地
域
に
「
お
弁
当
」
と
「
笑
顔
」
を
届
け
る検

帯
広
市
か
ら

「
厄
介
者
？
人
気
者
？

北
海
道
の
カ
ブ
ト
ム
シ
」

町
内
に
は
、
高
齢
者
の
１

人
暮
ら
し
世
帯
を
中
心
に
、

給
食
を
作
り
配
達
す
る
「
給

食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」と
し
て
、

「
ひ
ま
わ
り
会
」
と
「
野
ぎ
く

の
会
」
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
会
」
は
、
昭

和

年
か
ら
松
崎
地
区
を
対

５４
象
に
し
て
始
ま
り
、
現
在
は

給
食
作
り
の
女
性

人
と
配

１５

達
係
の
男
性
４
人
の

人
で

１９

活
動
し
て
い
ま
す
。

「
野
ぎ
く
の
会
」
は
、
平
成
１８

年
か
ら
中
川
地
区
を
対
象
に
し

て
始
ま
り
、
給
食
作
り
と
配
達

を
兼
ね
た
女
性

人
で
活
動
し

１５

て
い
ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
会
」
の
活
動
に

つ
い
て
藤
井
ひ
と
志
さ
ん
に
聞

く
と
、「『
ひ
ま
わ
り
会
』
は
、

旬
の
も
の
を
美
味
し
く
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
献
立
を
工
夫

NNo.2No.211

（
ひ
ま
わ
り
会
・
野
ぎ
く
の
会
）▲野ぎくの会の様子
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静
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松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，０５３人（－１７人）

男 ３，３４６人（－１０人）

女 ３，７０７人（－７人）

世帯数 ３，０２３戸（－２戸）

転 入 ５人 転 出 １１人

出 生 ２人 死 亡 １３人

（平成２８年７月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
六
年
九
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

二

八

号

「
荷
受
け
代
行
ア
ル
バ
イ
ト
に
注
意
！

～
知
ら
ぬ
間
に
犯
罪
の
片
棒
を
担
ぐ
お
そ
れ
～
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（７７月届出分月届出分））

人身事故 ０件 （－１）

物損事故 １４件 （＋６）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 ０人 （－１）

平成２８年７月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯５５６６

松松松

崎崎

文文

芸芸

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

近
年
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
投
稿
等
で

「
い
い
ア
ル
バ
イ
ト
が
あ
る
」
と
し

て
、
①
運
転
免
許
証
の
画
像
を
送
信

す
る
、
②
そ
の
後
住
所
宛
に
届
い
た

荷
物
（
携
帯
電
話
等
）
を
指
定
さ
れ

た
場
所
に
転
送
す
る
こ
と
で
、
報
酬

が
得
ら
れ
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
紹

介
さ
れ
、
報
酬
を
得
る
た
め
に
こ
れ

に
安
易
に
応
じ
て
し
ま
う
と
い
う
ケ
ー

ス
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
こ
う
し

た
手
口
は
、
携
帯
電
話
等
の
通
信
契

約
の
契
約
当
事
者
と
し
て
、
ア
ル
バ

イ
ト
に
応
じ
た
者
の
名
義
を
利
用
し

て
不
正
に
携
帯
電
話
等
を
入
手
し
、

そ
の
携
帯
電
話
等
を
「
振
り
込
め
詐

欺
」
等
の
犯
罪
に
利
用
す
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
。
ア
ル
バ
イ
ト
に
応
じ

た
消
費
者
は
、
知
ら
ぬ
間
に
犯
罪
の

片
棒
を
担
ぐ
こ
と
に
な
る
だ
け
で
な

く
、
携
帯
電
話
事
業
者
か
ら
は
通
話

料
金
の
請
求
を
受
け
る
立
場
に
も
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

「
簡
単
に
報
酬
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
い
う
誘
い
に
は
こ
の
よ
う

な
大
き
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
と
い

う
こ
と
を
意
識
し
て
慎
重
な
対
応
を

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

藤 田 孝 平女花 帆
か ほ

伏 倉

中 村 旬 伸女静 夏
しず か

櫻 田

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

晴 雄８０松 本 玉 江建久寺

塚本文子７７山 本 明道 部

一 仁７９関 より子江奈２

要 市７９渡 邉 市 郎雲 見

和 茂８３大 石 耕 康南 区

か つ 子８１市 川 晃南 区

岡山しのぶ９０佐藤はる江峰

久 義７９宮内はつ江江奈３

進７６渡邉ヱイ子松 尾

柳 子９３渡邉たみゑ金 沢

正 弘８０本 多 公 代南 区

おくやみ申し上げます（死亡）

田

中

道

源

依
田
ふ
じ
枝

細

矢

金

治

松
田
美
智
子

高

橋

信

夫

吉
岡
う
た
子

佐

藤

享

夏

目

和

子

石

田

宏

斉
藤
み
つ
子

鈴

木

基

土
屋
規
矩
子

小

林

一

男

清

水

高

子

山

本

一

詞

稲

葉

菊

恵

散
歩
道
庭
先
か
ざ
る
さ
る
す
べ
り

紫
蘇
も
み
つ
は
る
か
な
母
を
想
い
け
り

し

そ

蕃
茄
丈
水
注
ぐ
妻
の
含
み
声

ば
ん

か

だ
け

秋
暑
し
デ
イ
通
ふ
母
三
年
目

枝
先
に
群
れ
咲
き
に
け
り
百
日
紅

一
雨
が
待
た
る
る
空
や
百
日
紅

冷
や
さ
れ
て
い
る
踞
の
大
西
瓜

つ
く
ば
い

万
緑
を
抜
き
大
空
へ
太
郎
杉

木
登
を
猿
も
躇
う
百
日
紅

た
め
ら

帰
り
に
は
杖
と
な
り
た
る
日
傘
か
な

移
ろ
ふ
を
拒
み
て
咲
き
ぬ
百
日
紅

夏
旺
ん
こ
ば
み
ほ
ほ
え
む
や
や
い
と
し

さ
か

な
る
ほ
ど
と
思
ふ
木
の
肌
さ
る
す
べ
り

暗
闇
に
光
引
き
づ
り
螢
飛
ぶ

除
草
剤
散
布
飛
蝗
の
体
当
り

ば
っ

た

雨
を
待
つ
野
菜
畑
の
紅
ト
マ
ト

－

俳

句－

【
退
職
】
８
月

日
付
け

１１

総
務
課
付

石
田

美
里

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

町
の
人
事
に
つ
い
て

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

今
年
も
「
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
」

に
松
崎
町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ま
っ
ち
ー
」
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
か

ら
Ｉ
Ｄ
登
録
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
１

日
１
回
投
票
で
き
ま

す
。
皆
様
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課

（
４
２
）
３
９
６
４

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６

「
ま
っ
ち
ー
」
へ
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
！


